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時 会 の
あ ら ま し
臨
７月

　令和４年７月２２日に

第４回臨時会（会期１日

間）が午前１０時より開

会。議案３件と報告１件

が上程され、原案どおり

可決となりました。

役場庁舎改築事業予算を可決（賛成8・反対 4）役場庁舎改築事業予算を可決（賛成8・反対 4）役場庁舎改築事業予算を可決（賛成8・反対 4）役場庁舎改築事業予算を可決（賛成8・反対 4）

　
　

国
勢
調
査
の
確
定
値

　
　

に
つ
い
て
、
他
の
計

画
書
も
変
更
が
生
じ
る
と

思
わ
れ
る
が
見
直
し
の
考

え
は
あ
る
の
か
。

　
　

国
勢
調
査
の
数
値
を

　
　

使
用
し
て
い
る
計
画

は
、
修
正
・
変
更
す
る
。

　
　

過
疎
債
の
利
率
・
交

　
　

付
税
率
等
は
。
ま
た
、

年
次
計
画
は
あ
る
の
か
。

　
　

公
的
資
金
・
民
間
資

　
　

金
ど
ち
ら
を
使
う
か

に
よ
っ
て
違
い
、
見
積
り

を
取
っ
て
決
ま
る
。
充
当

率
は
過
疎
対
象
事
業
分
の

１
０
０
％
で
、
交
付
税
率

は
そ
れ
の
70
％
で
あ
る
。

返
済
計
画
は
つ
く
っ
て
あ

る
。

　
　

計
画
に
あ
る
「
役
場

　
　

庁
舎
太
陽
光
発
電
導

入
事
業
」
だ
が
、
必
ず
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
促
進
事
項
を
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
な
の

か
。

　
　

過
疎
債
は
交
付
税
率

　
　

が
有
利
で
あ
る
。
計

画
に
載
せ
な
い
と
対
象
に

な
ら
な
い
た
め
、
よ
り
有

利
な
起
債
を
活
用
し
て
い

き
た
い
考
え
で
あ
る
。

質　

疑
（
計
画
）

◆
令
和
４
年
度
塙
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

　

新
庁
舎
建
設
第
Ⅰ
期
工
事
請
負
費
７
億
３
１

７
９
万
円
な
ど
で
計
７
億
４
９
３
９
万
円
。

◆
塙
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
変
更

　

今
後
、
過
疎
対
策
事
業
債
を
利
用
し
各
種
事

業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
計
画
を
変
更
す
る

必
要
が
生
じ
た
た
め
。
令
和
２
年
の
国
勢
調
査

の
各
種
確
定
値
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
記
載

内
容
の
修
正
な
ど
。

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

台
宿
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
修
繕

工
事
を
、
条
件
付
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
契
約

す
る
も
の
で
、
契
約
額
は
９
５
１
５
万
円
。
施

設
の
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
土
木
附
帯
工

事
・
機
械
設
備
工
事
・
電
気
設
備
工
事
を
実
施

し
設
備
の
更
新
を
行
う
。

◆
法
人
の
経
営
状
況

　

株
式
会
社
塙
町
振
興
公
社
の
令
和
３
年
度
経

営
状
況
を
議
会
へ
報
告
す
る
も
の
。

議
案
・
報
告
の
主
な
内
容

議
案
・
報
告
の
主
な
内
容

議
案
・
報
告
の
主
な
内
容

QQQQ

QQ

　
　

農
業
集
落
排
水
事
業

　
　

に
こ
れ
だ
け
の
資
金

を
投
入
す
る
の
は
い
か
が

な
も
の
か
。
一
部
の
人
の

み
恩
恵
を
受
け
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

　
　

公
共
下
水
道
や
上
水

　
　

道
な
ど
そ
の
目
的
に

よ
っ
て
、
全
体
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
り
な
が
ら
予
算
を

配
分
し
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

進
め
て
い
る
。

　
　

工
事
期
間
と
工
事
中

　
　

の
汚
水
処
理
は
。

　
　

工
期
は
令
和
５
年
３

　
　

月
31
日
を
予
定
。
槽

が
２
槽
あ
る
の
で
、
１
槽

ず
つ
改
修
す
る
の
で
支
障

の
な
い
よ
う
に
進
め
て
い

く
。

質　

疑
（
工
事
請
負
契
約
）

QQ

QQ

ＡＡＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ
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役
場
庁
舎
改
築
事
業

　
　

で
、
継
続
費
と
し
て

18
億
６
２
０
０
万
円
と
あ

る
が
、
い
つ
決
ま
っ
た
も

の
な
の
か
。

　
　

設
計
の
見
直
し
を
し

　
　

て
、
７
月
14
日
の
全

員
協
議
会
の
前
に
決
定
し

た
額
で
あ
る
。

　
　

全
員
協
議
会
で
説
明

　
　

を
受
け
た
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
決
定
し
た
わ

け
で
は
な
い
。
内
容
の
検

討
・
議
論
が
で
き
て
い
な

い
中
、
説
明
後
わ
ず
か
１

週
間
後
に
議
決
を
求
め
る

の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

　
　

６
月
定
例
会
の
一
般

　
　

質
問
の
答
弁
に
お
い

て
、
今
後
の
予
定
に
つ
い

て
話
を
し
て
お
り
、
答
弁

ど
お
り
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
提
出
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
な
る
べ
く
早
く
着

工
し
た
い
考
え
で
あ
る
。

　
　

基
本
計
画
の
変
更
や

　
　

見
直
し
を
先
に
や
る

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　

基
本
計
画
に
沿
っ
た

　
　

金
額
を
目
指
し
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　

太
陽
光
発
電
の
新
庁

　
　

舎
へ
の
設
置
は
見

送
っ
て
も
よ
い
の
で
は
。

　
　

公
共
施
設
に
は
設
置

　
　

す
べ
き
と
考
え
て
い

る
。
業
務
継
続
性
を
み
た

と
き
、
災
害
で
電
気
が
止

ま
っ
た
場
合
に
蓄
電
池
で

対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　
　

追
加
工
事
が
な
く
、

　
　

全
て
の
工
事
が
こ
の

金
額
で
で
き
る
と
約
束
で

き
る
か
。

　
　

確
約
さ
れ
た
数
字
と

　
　

は
捉
え
て
い
な
い
。

入
札
の
結
果
に
よ
る
た
め

注
視
し
て
い
く
。

　
　

借
金
を
返
済
す
る
た

　
　

め
、
将
来
町
民
に
負

担
が
出
て
く
る
の
で
は
と

の
声
が
あ
る
が
。

　
　

町
全
体
の
負
担
が
少

　
　

な
い
方
法
で
建
築
し

て
い
く
。

　
　

条
件
付
一
般
競
争
入

　
　

札
の
内
容
は
。

　
　

本
社
・
支
社
・
営
業

　
　

所
が
福
島
県
に
あ
る

こ
と
。
町
の
工
事
入
札
資

格
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
。
経
営
事
項
審
査

の
評
定
が
一
定
数
以
上
で

あ
る
こ
と
。
過
去
３
年
以

内
に
同
様
・
同
規
模
の
工

事
の
実
績
が
あ
る
こ
と
。

そ
れ
ら
を
条
件
と
し
入
札

の
公
募
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

２
業
者
よ
り
参
加
希
望
が

あ
っ
た
が
１
業
者
が
辞
退

し
、
実
際
に
入
札
に
参
加

し
た
の
は
１
業
者
。
落
札

価
格
は
９
５
１
５
万
円
（
消

費
税
込
み
）。
落
札
率
は

97
・
89
％
。

　
　

質　

疑
（
補
正
予
算
）

QQQQQQ

QQQQ

　
　

町
か
ら
の
助
言
・

　
　

指
導
は
ど
う
い
っ

た
も
の
だ
っ
た
か
。
損

益
計
算
書
に
つ
い
て
、

指
定
管
理
料
の
扱
い
、

消
費
税
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

毎
月
１
回
、
担
当

　
　

課
と
振
興
公
社
の

部
課
長
ク
ラ
ス
で
調
整

会
議
を
開
き
、
毎
月
の

売
上
や
光
熱
費
の
推

移
、
施
設
の
管
理
な
ど

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

る
。
会
計
処
理
を
見
直

し
、
客
単
価
を
精
査
し

て
い
る
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
予
約
は

23
・
３
％
（
５
月
末
現

在
）
で
あ
る
。
現
在
、

入
浴
・
宿
泊
者
は
増
え

て
き
て
お
り
、
今
年
度

は
順
調
な
状
況
で
あ

る
。
損
益
計
算
書
だ
が
、

施
設
管
理
等
売
上
高
の

中
に
指
定
管
理
料
が
含

ま
れ
て
お
り
、
税
抜
き

表
示
で
あ
る
。
指
定
管

理
料
収
入
は
一
般
的
な

企
業
の
会
計
処
理
の
場

合
、
売
上
高
・
営
業
収

益
と
し
て
処
理
さ
れ

る
。

　
　

経
営
面
で
の
指
導

　
　

・
助
言
は
。
町
側

の
指
定
管
理
料
は
非
課

税
か
不
課
税
か
。

　
　

原
価
率
の
指
導
を

　
　

毎
月
行
っ
て
い

る
。
指
定
管
理
料
は
委

託
料
や
補
助
金
で
も
な

く
非
課
税
と
い
う
扱
い

だ
が
、
振
興
公
社
で
は

そ
の
科
目
は
収
益
と
み

な
さ
れ
、
消
費
税
を
抜

か
れ
た
分
に
な
る
。

　
　

給
料
手
当
だ
が
、

　
　

職
員
の
人
数
は
。

雑
給
と
い
う
の
は
残
業

に
な
る
の
か
。

　
　

39
名
の
給
料
手
当

　
　

に
な
る
。
前
期
末

か
ら
４
名
人
員
削
減
し

て
い
る
。
雑
給
は
、
正

社
員
以
外
の
職
員
へ
の

給
料
で
あ
る
。

質　

疑
（
法
人
の
経
営
状
況
）

QQ

QQQQ

QQ

QQ

ＡＡＡＡＡＡ

ＡＡＡＡ

ＡＡＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

質問に対して答弁する宮田町長
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こ
れ
を
認
め
れ
ば
建
設
費
が
結
果
的
に
い

く
ら
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
。
全
員
協
議
会

で
説
明
し
、
１
週
間
後
の
こ
の
臨
時
会
で
賛

否
を
問
う
の
は
時
期
尚
早
で
あ
り
、
十
分
な

検
討
議
論
を
重
ね
る
べ
き
。
金
額
あ
り
き
で

議
決
を
求
め
る
の
は
疑
問
。
庁
舎
建
設
は
町

民
は
求
め
て
お
ら
ず
、
町
は
十
分
な
説
明
を

し
て
い
な
い
。
建
設
あ
り
き
で
は
な
く
、
入

念
な
検
討
・
計
画
が
必
要
で
あ
る
。

　

悪
化
す
る
日
本
経
済
の
中
で
こ
の
補
正
予

算
は
町
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
。
縮
小
し

た
予
算
は
評
価
す
る
が
、
当
初
よ
り
は
増
額

と
な
り
入
札
の
不
調
や
事
業
費
の
さ
ら
な
る

増
額
も
否
定
で
き
な
い
。

　

今
後
50
年
は
も
つ
、
町
民
に
愛
さ
れ
る
庁

舎
を
つ
く
る
と
い
う
当
初
の
思
い
は
ぼ
や
け

て
き
て
い
る
。

　

今
後
、
基
金
の
積
み
増
し
や
建
設
場
所
の

選
定
を
含
め
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
の

活
用
を
検
討
す
べ
き
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
も
、
庁
舎
の
耐
震
化

が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
危
険
な
建
物
の
中
で
業

務
が
行
っ
て
い
る
現
状
を
見
て
・
聞
い
て
・
感

じ
・
考
え
た
と
き
、「
庁
舎
内
に
い
る
人
の
命

を
守
る
こ
と
に
主
眼
を
置
き
」
築
50
年
を
経

過
し
た
庁
舎
に
新
基
準
の
耐
震
化
工
事
を
進

め
る
よ
り
も
、
新
た
に
建
て
替
え
る
時
期
に
き

て
い
る
と
考
え
る
。

吉
田
克
則
議
員

賛
否
を
問
う
の
は
時
期
尚
早七

宮
広
樹
議
員

庁
舎
内
に
い
る
人
の
命
を
守
る

　

町
民
に
開
か
れ
な
が
ら
、
困
っ
た
と
き
に
は

相
談
し
や
す
い
庁
舎
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
新
庁
舎
建
設
に
は
賛
成
し
て
い
る
。
直
近
の

経
済
状
況
の
悪
化
や
資
材
高
騰
の
中
、
当
初
予

算
額
か
ら
３
億
１
千
万
円
ほ
ど
の
増
額
で
抑
え

ら
れ
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
ま
た
、
令
和
３
年

度
に
３
億
３
０
０
０
万
円
の
減
債
基
金
積
立
が
予

定
さ
れ
た
こ
と
で
、
将
来
の
財
政
負
担
は
当
初

想
定
と
変
わ
り
な
い
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

反
対

賛
成

菊
地
哲
也
議
員

町
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
予
算

金
澤
太
郎
議
員

将
来
の
財
政
負
担
は
当
初
と
変
わ
ら
な
い

反
対

賛
成

議案等の審議結果一覧表

原
案
可
決

議案第31号
塙町過疎地域持続的発展計画
（令和 3年度～令和 7年度）の変更

国勢調査の各種確定値に伴う記載内容の変更と、
令和 4 年度以降に実施する予定の事業を対象事業
とするため、事業名等の変更・追加。

議案第32号 工事請負契約の締結

台宿地区農業集落排水処理施設の修繕工事を条件
付一般競争入札により契約するもので、契約金は
9515 万円。契約の相手方は、株式会社トーカン（郡
山市） 代表取締役 松尾　茂

議案第33号 令和4年度塙町一般会計補正予算（第2号）
歳入歳出それぞれ 7 億 4939 万円を追加し、予算総
額を歳入歳出それぞれ 73 億 9892 万円とするもの。

報
告

報告第3号 法人の経営状況
株式会社塙町振興公社の令和 3 年度経営状況を議
会へ報告するもの。

舎て選活

を入

相ら

化業感

討 論

　

あ
る
人
に
誘
わ
れ
て
リ
モ
ー

ト
で
傍
聴
し
ま
し
た
。
今
、
リ

モ
ー
ト
会
議
等
は
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
議
会
も
リ
モ
ー

ト
傍
聴
で
き
る
と
知
っ
て
驚
き

ま
し
た
。
動
画
の
画
像
が
大
き

い
と
も
っ
と
臨
場
感
が
出
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

初
め
て
塙
町
の
在
り
様
を
見

て
真
剣
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
直
接
、
議
会
議
場
の
傍
聴

席
に
着
か
な
く
て
も
見
ら
れ
る

こ
と
は
、
仕
事
を
し
て
い
て
も
、

時
間
の
空
い
て
い
る
と
き
に
み

る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
足
が

不
自
由
に
な
っ
て
も
傍
聴
が
で

き
る
素
晴
ら
し
い
企
画
だ
と
思

い
ま
す
。
直
接
傍
聴
も
し
た
く

な
り
ま
し
た
。

　

九
月
議
会
の
一
般
質
問
は
、

農
業
・
ペ
ッ
ト
・
公
園
・
子
ど

も
第
三
の
居
場
所
・
緑
化
活
動
・

公
共
交
通
・
風
力
発
電
・
水
郡
線
・

新
庁
舎
・
生
活
支
援
・
施
設
利
用
・

Ｄ
Ｘ
・
介
護
施
設
と
多
岐
に
渡

る
様
子
を
見
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
面
か
ら
議
論
さ
れ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。
議
論
す
る
だ
け

で
な
く
、
ぜ
ひ
実
行
さ
れ
る
よ

う
に
働
き
か
け
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

質
問
事
項
に
、
学
校
・
生
涯

教
育
項
目
が
な
か
っ
た
の
が
残

念
で
し
た
。
ま
た
、
障
が
い
者

の
視
点
で
の
質
問
が
な
い
こ
と

が
気
に
な
り
ま
す
。

　

地
域
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、

公
園
や
久
慈
川
河
川
敷
の
花
苗

植
栽
や
草
刈
り
等
の
地
域
整
備

活
動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
っ

て
い
ま
す
。
柳
町
公
園
の
利
用

者
は
増
え
て
い
ま
す
し
、
春
に

な
る
と
菜
の
花
が
と
て
も
き
れ

い
で
す
。

　

町
に
対
し
て
や
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
期
待
す
る
だ
け
で
な
く
、

自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は

や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
の
で
、
素
晴
ら
し
い
取
り
組

み
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
町
は

そ
う
い
う
活
動
が
推
進
で
き
る

よ
う
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

塙
町
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い

の
で
す
が
、
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト

ラ
ム
の
子
ど
も
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
本
人
の
せ
い

で
は
な
い
し
、
親
の
し
つ
け
や

育
て
方
の
問
題
で
は
な
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
適
切
に
対
応

す
れ
ば
、
見
違
え
る
よ
う
に
良

く
変
わ
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

実
際
、
私
は
子
ど
も
が
良
く
な
っ

た
経
験
を
し
て
い
ま
す
。
そ
う

い
う
特
性
を
持
っ
た
子
に
対
し

て
取
り
組
ま
れ
て
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
整
え
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
老
人

や
子
ど
も
等
、
社
会
的
弱
者
と

言
わ
れ
る
人
た
ち
が
幸
せ
に
生

き
生
き
と
生
活
で
き
る
塙
町
を

目
指
し
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

神
かみなが

永 睦
むつこ

子さん（柳町）

―
傍
聴
の
き
っ
か
け
は

―
傍
聴
し
た
感
想
は

議論するだけでなく、
ぜひ実行されるように
働きかけてほしい

―
議
会
に
対
す
る
意
見
や
要
望

―
町
に
対
す
る
意
見
や
要
望

リモート傍聴インタビューリモート傍聴インタビューリモート傍聴インタビュー
　令和 4年 9月定例会で、リモート傍聴をされた方へ

インタビューを実施し、感想や意見をいただきました。



魅
⼒
と
活
⼒
に
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
の
た
め
実
⾏
さ
れ
た
決
算

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特

別
給
付
金
や
灯
油
購
入
費
等
助
成
事
業
、
低

所
得
の
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金
、
子
育
て
世
帯
へ
の
特
別
臨
時
給
付
金
、

Ｉ
Ｐ
告
知
シ
ス
テ
ム
機
器
更
改
事
業
な
ど
、

生
活
支
援
お
よ
び
課
題
解
決
の
た
め
実
行
さ

れ
た
令
和
３
年
度
決
算
。
歳
出
決
算
額
は
、

一
般
会
計
で
73
億
８
２
３
２
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

９
月
定
例
会
の
２
日
目
（
９
月
９
日
）
に
審

議
付
託
を
受
け
た
予
算
決
算
常
任
委
員
会　

（
吉
田
克
則
委
員
長
）
で
９
月
13
日
お
よ
び

14
日
に
集
中
審
議
を
行
い
、
全
会
一
致
で
一

般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
等
を
全
て
認
定
す

べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

認
定

令
和
３
年
度
⼀
般
会
計
歳
出
決
算
額
は 
73
億
８
２
３
２
万
円

歳入
前年比
7.7％減

　

特
別
定
額
給
付
金
事
業
費
・
事
務
費
補
助

金
の
減
、
地
方
交
付
税
の
増
額
（
臨
時
経
済

対
策
費
お
よ
び
臨
時
財
政
対
策
債
償
還
基
金

費
の
創
設
）
に
よ
る
基
金
繰
入
金
の
減
な
ど

歳出
前年比
7.3％減

委
員
会
付
託
と
は

本
会
議
で
の
審
議
を
効
率
的
に
行
う
た

め
、
議
決
に
先
立
ち
委
員
会
へ
議
案
等
の
専

門
的
な
審
査
や
調
査
を
委
ね
る
こ
と
。

１．決算概況

　令和 3 年度の歳入歳出当初予算は、前年度をやや上回る規模。IP 告知システム通信

機器等更改事業、高齢者外出支援タクシー料金助成事業、排水路整備事業、消防施設整

備事業等が特徴である。

　一般会計・特別会計を合わせた決算額は、前年度比で歳入歳出とも約 4億円減少。実

質収支比率（特別会計を除く）は 3.4％と前年度比 0.2％下降するも一応は適正な水準

にある。

　滞納管理に関しては、ここ数年間において収入未済額が減少し改善著しい。また、不

納欠損額については、関係法令による正しい処理が定着しつつある。

　町債の状況は、一般会計・特別会計合わせた年度末残高は 82 億 48 百万円だが、この

内 75.8％が交付税措置対象となっており、町の実質負担額は町債の 24％程度である。

２．特別会計の状況

　純計決算においては 5 特別会計すべて赤字だが、一般会計から総額 5 億 38 百万円の繰

り入れにより全会計で黒字。農業集落排水、公共下水道は、両会計とも接続率の向上と滞

納使用料取り組みが課題。歳入のほぼ 50％を一般会計繰入金に依存する収支構造は、町

財政にとって大きな足かせとなることを懸念する。

３．総括

　健全財政を維持するため、歳入は有利な町債の活用と国県補助金等獲得への積極的取り

組みが求められる。歳出面では、コスト削減努力は当然のこと、多様な全ての行政需要に

応えることは難しいので、資金配分にメリハリをつけることが肝要と思われる。

　上水道事業の現状は、依然として「高コスト・低料金」に起因する明らかな不採算構造

にある。持続可能な水道事業のため、利用者である住民に負担を強いることにはなるが、

料金体系の全面的な見直しは避けられない状況にある。

　町長のもと、職員一人一人が既存の考え方にとらわれることなく、新しい発想と改革意

識を持って職責を果たすよう期待する。

（決算審査意見書より内容一部抜粋）

？

？

監査委員の意⾒

健全財政維持のため、有利な町債の活⽤と
国県補助⾦等獲得への積極的取り組みを
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令
和
３
年
度

決
算
質
疑

⼀
般
会
計

⼀
般
会
計

臨
時
財
政
対
策
債　

に
つ
い
て
、
町
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

今
後
、
国
か
ら
の
交

付
税
が
減
額
さ
れ
る
こ
と

も
想
定
さ
れ
る
の
で
、
毎

年
度
の
財
政
状
況
を
考
慮

し
な
が
ら
、
最
小
限
に
し

た
り
、
あ
る
い
は
借
り
入

れ
を
行
わ
な
い
こ
と
も
選

択
肢
に
含
め
て
財
政
運
営

を
進
め
て
い
る
。

毎
年
度
の
財
政
状
況
を
考
慮
し
て
い
る

令和３年度の事業実績【1】

ＩＰ告知システム機器等
更改業務委託（⽮祭町分含む）
６億７９２０万円

塙町エール商品券
（1⼈１５０００円）
１億２４９９万円

「農・商」販売⼒低下対策事業補助⾦
（「はなマ」のぬか床定期便）

２２００万円

Ｑ　

水
郡
線
活
性
化
対
策

協
議
会
の
構
成
団
体
と
し

て
、
大
子
町
の
加
入
に
つ

い
て
要
望
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　

福
島
県
の
水
郡
線
沿

線
の
市
町
村
で
構
成
し
て

い
る
。
水
戸
ま
で
の
茨
城

県
の
市
町
村
と
の
連
携
と

い
う
面
で
は
、
両
県
の
連

携
事
業
と
し
て
利
用
促
進

会
議
と
連
携
し
実
施
し
て

い
る
。
協
議
会
の
中
で
話

を
し
て
い
く
。

　
　

県
の
関
わ
り
も
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　

県
の
鉄
道
対
策
活
性

化
協
議
会
に
対
し
て
、
毎

年
、
水
郡
線
活
性
化
対
策

協
議
会
で
要
望
活
動
を
し

て
い
る
。
水
郡
線
の
存
続

に
向
け
て
、
協
議
会
で
活

動
を
し
て
い
く
。

協
議
会
の
中
で
話
を
し
て
い
く

 
⼀
般
会
計

Ｑ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
発
行
に
係
る
経
費
は
。

　
　

費
用
は
全
て
国
の
負

担
で
あ
り
、
事
務
費
を
国

に
申
請
し
て
い
る
。

　

手
続
き
が
不
安
な
方

は
、
役
場
窓
口
で
申
請
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。

全
て
国
の
負
担

Ｑ　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄

附
金
に
つ
い
て
、
経
費
を

差
し
引
い
た
実
質
的
な
収

入
は
ど
の
く
ら
い
か
。
返

礼
品
の
品
数
が
多
す
ぎ
る

の
で
、
減
ら
し
て
分
か
り
や

す
く
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

３
２
９
万
６
千
円
と

な
っ
て
い
る
。
事
業
開
始

当
初
、
多
く
の
方
か
ら
の

募
集
を
呼
び
掛
け
た
経
緯

が
あ
る
。
今
後
、
見
直
し

を
検
討
し
て
い
く
。

３
２
９
万
６
千
円
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「
農
・
商
」
販
売
力

低
下
対
策
事
業
補
助
金

２
２
０
０
万
円
に
つ
い

て
、
目
標
数
値
等
と
内
容

お
よ
び
実
績
は
。

　
　

塙
町
ふ
る
さ
と
産
業

お
こ
し
連
絡
協
議
会
へ
補

助
金
を
交
付
し
、「
は
な

マ
」
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
令
和
３
年
度
の
実
績

は
、
ぬ
か
床
定
期
便
の
月

２
回
発
送
等
を
実
施
し
て

お
り
、
３
６
８
件
の
発
送

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
埼
玉

女
子
短
大
に
協
力
い
た
だ

き
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で

の
Ｐ
Ｒ
活
動
。そ
の
ほ
か
、

雑
誌
や
テ
レ
ビ
等
で
の
Ｐ

Ｒ
も
行
い
、
多
く
の
反
響

が
あ
っ
た
が
、
具
体
的
な

目
標
数
値
等
は
設
定
し
て

い
な
か
っ
た
。

　
　

今
後
は
目
標
値
を
定

め
、
事
業
結
果
と
成
果
を

区
別
し
て
実
施
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　

効
果
の
検
証
に
向
け

て
、
目
標
値
を
定
め
て
い

き
た
い
。

今
後
、
検
証
に
向
け
て
定
め
て
い
き
た
い

令和３年度の事業実績【2】

ふくしま森林再⽣事業
（施業１０カ所、１２９.７６㌶）
２億３０７８万円

橋梁上部⼯（製作・架設）⼯事
（町道川上東河内線）
８６５６万円

株式会社塙町振興公社
経営安定化資⾦貸付⾦

３０００万円

？

？

　
　

森
林
作
業
道
整
備

（
湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
）

70
万
円
の
内
容
は
。

　
　

キ
ャ
ン
プ
場
南
側
と

西
側
の
山
林
へ
、
２
・
５

㍍
幅
で
１
５
０
㍍
作
業
道

を
設
置
し
た
。
森
林
整
備

を
視
野
に
入
れ
、
湯
遊
ラ

ン
ド
の
お
客
様
や
キ
ャ
ン

プ
場
利
用
者
が
森
林
浴

や
散
策
路
と
し
て
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し

て
も
利
用
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
今

後
、
小
学
生
を
対
象
と
し

た
森
林
学
習
の
場
と
し
て

も
利
用
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

森
林
浴
や
散
策
路
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

　
　

健
康
診
断
の
受
診
率

は
向
上
し
て
い
る
の
か
。

　
　

各
種
健
診
ご
と
に
受

診
勧
奨
し
て
い
る
が
、
ほ

ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い

る
。
し
か
し
、
町
健
診
を

受
診
し
な
い
方
で
も
、
医

療
機
関
で
定
期
的
に
自
己

受
診
さ
れ
て
い
る
方
は
多

く
い
る
。

ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移

　
　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
の
積
極
的
勧
奨
は
し
た

の
か
。

　
　

国
で
令
和
３
年
11
月

か
ら
積
極
的
勧
奨
と
な
っ

た
。
町
と
し
て
は
、
令
和

４
年
４
月
か
ら
こ
の
事
業

を
進
め
て
い
る
た
め
、
令

和
３
年
度
の
実
績
は
な

か
っ
た
。

令
和
４
年
４
月
か
ら
事
業
を
進
め
て
い
る

　
　

乳
幼
児
子
育
て
用
品

支
援
事
業
１
９
３
万
６
千

円
の
内
容
は
。

　
　

２
歳
未
満
の
乳
幼
児

の
保
護
者
に
対
し
て
、
町

の
指
定
す
る
販
売
店
か
ら

購
入
す
る
紙
お
む
つ
関
連

用
品
お
よ
び
授
乳
関
連
用

品
で
月
額
２
５
０
０
円
を

限
度
と
し
て
助
成
す
る

事
業
。
令
和
３
年
度
は
、

１
１
４
人
の
保
護
者
へ

１
９
３
万
６
千
円
を
助
成

し
た
。

月
額
２
５
０
０
円
を
限
度
に
助
成



同意を受け、あいさつする秦教育長
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図
書
館
の
利
用
状
況

は
向
上
し
て
い
る
か
。

　
　

令
和
３
年
度
は
約

２
万
８
千
人
の
入
館
者
数

で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
前
の
入

館
者
数
に
近
づ
い
て
き
て

い
る
。
貸
出
冊
数
・
貸
出

券
利
用
者
カ
ー
ド
の
登
録

者
数
も
増
え
て
き
て
お

り
、
利
用
状
況
は
向
上
し

て
き
て
い
る
。

向
上
し
て
き
て
い
る

　
　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
通
知

を
６
回
実
施
し
て
い
る

が
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
利
用
率
の
推
移
は
。

　
　

国
保
被
保
険
者
の

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
率
は
、
金
額
ベ
ー

ス
で
「
令
和
３
年
度
は

56
％
」「
令
和
２
年
度
は

56
・
３
％
」「
令
和
元
年

度
は
56
・
６
％
」
で
あ
り
、

ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
率
は
横
ば
い

　
　

公
共
下
水
道
受
益
者

負
担
金
の
滞
納
額
に
つ
い

て
、
な
ぜ
解
消
が
進
ま
な

い
の
か
。

　
　

現
在
24
件
で
８
５
３

万
円
の
滞
納
が
あ
る
。
24

件
に
つ
い
て
は
徴
収
猶
予

中
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
６

件
は
分
納
誓
約
を
し
て
お

り
、
猶
予
中
の
状
況
を
確

認
し
な
が
ら
納
付
の
交
渉

を
し
て
い
る
。

受
益
者
負
担
金
の
滞
納
額
は
８
５
３
万
円

特
別
会
計

特
別
会
計

特
別
会
計

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　

月
定
例
会
は
９
月
８

　
　

日（
木
）か
ら
14
日（
水
）

ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま

し
た
。
条
例
３
件
、
補
正

予
算
５
件
、
前
年
度
の
一

般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計

等
の
決
算
認
定
７
件
、
財

政
関
連
報
告
２
件
が
上
程

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
最

終
日
に
は
工
事
請
負
契
約

の
締
結
１
件
、
人
事
案
件

２
件
、
議
員
発
議
１
件
が

追
加
議
案
と
し
て
提
出
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
・
認
定
・
同
意
と

な
り
ま
し
た
。

例 会 の
あ ら ま し
定

９月９

【
主
な
内
容
】

・
申
請
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
業
務
委
託
料　
　
　
　
　
　

３
６
１
万
円

　

国
の
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
伴
い
、

役
場
に
来
庁
し
な
く
て
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
て
子
育
て
・

介
護
関
係
の
手
続
き
が
電
子
的
に
で
き
る
よ
う
機
器
を
更
改
す
る
も
の
。

・
光
熱
費
等
助
成
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
２
０
万
円

　

原
油
価
格
や
物
価
高
騰
に
よ
る
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
影
響
を
緩
和
す

る
た
め
、
電
気
・
ガ
ス
な
ど
の
光
熱
費
等
を
支
援
す
る
助
成
金
。
１
世

帯
当
た
り
７
０
０
０
円
で
６
０
０
世
帯
を
見
込
ん
で
い
る
。

・
地
域
観
光
資
源
を
活
用
し
た
看
板
商
品
創
出
事
業
業
務
委
託
料

８
８
０
万
円

　

ダ
リ
ア
を
活
用
し
た
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
る
観
光
客
の
リ
ピ
ー

ト
に
つ
な
が
る
看
板
商
品
の
創
出
を
図
る
。
ダ
リ
ア
園
と
併
せ
て
国
内

最
大
級
の
摘
み
取
り
園
の
誘
客
、
ダ
リ
ア
の
折
り
紙
開
発
、
新
た
な
ダ

リ
ア
染
め
開
発
、
ダ
リ
ア
の
色
素
を
活
用
し
た
天
然
着
色
料
の
開
発
を

す
る
。

・
湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
観
光
施
設
整
備
交
付
金　
　
　

２
５
１
０
万
円

　

建
物
全
館
の
床
カ
ー
ペ
ッ
ト
張
り
替
え
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
ト

イ
レ
洋
式
化
、
施
設
内
あ
ず
ま
や
改
修
費
用
。

・
学
童
ク
ラ
ブ
見
守
り
用
カ
メ
ラ
購
入
費　
　
　
　
　
　
　

２
４
万
円

　

学
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
し
て
い
る
児
童
の
見
守
り
の
た
め
の
カ
メ
ラ
購
入
。

・
子
ど
も
第
三
の
居
場
所
施
設
工
事　
　
　
　
　
　
　

１
１
９
５
万
円

　

施
設
建
設
費
と
建
設
に
伴
う
既
設
構
造
物
撤
去
工
事
の
費
用
。ま
た
、

コ
ロ
ナ
や
社
会
情
勢
に
伴
う
建
設
資
材
や
機
械
設
備
等
の
高
騰
や
県
条

例
に
な
ら
っ
た
施
設
設
計
に
よ
り
、
出
入
り
口
の
ス
ロ
ー
プ
・
手
す
り
・

多
目
的
ト
イ
レ
・
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
を
行
う
。

令和３年度の事業実績【３】

新型コロナウイルスワクチン
接種体制確保事業
６２９万円

こども園⽊製遊具設置⼯事
５２８万円

浄化センターオゾン設備修繕整備
４４９９万円

一
般
会
計
１
億
９
７
７
７
万
円
を
増
額
補
正

一
般
会
計
１
億
９
７
７
７
万
円
を
増
額
補
正

秦教育長任命に同意秦教育長任命に同意
一
般
会
計
１
億
９
７
７
７
万
円
を
増
額
補
正

秦教育長任命に同意 　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配

置
は
、
ど
の
よ
う
な
方
で

何
名
で
指
導
し
て
い
る
の

か
。

　
　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
を
兼
務
し
て

お
り
、
株
式
会
社
夢
デ
ザ

イ
ン
総
合
研
究
所
（
相
馬

市
）
へ
委
託
し
て
い
る
。

支
援
員
１
名
が
小
中
学
校

を
日
替
わ
り
で
巡
回
し
業

務
を
行
っ
て
い
る
。

１
名
が
小
中
学
校
を
日
替
わ
り
で
巡
回
し
て
い
る

　
　

こ
ど
も
園
駐
車
場
増

設
だ
が
、
工
事
見
通
し
と

駐
車
可
能
台
数
は
。

　
　

順
調
に
い
け
ば
今
年

度
中
に
整
備
し
、
来
年
度

使
用
可
能
に
な
る
。
34
台

駐
車
が
可
能
に
な
る
。

来
年
度
使
用
可
能
に
な
る
予
定
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健
全
化
判
断
・
資
金
不
足
比
率
の
報
告

　

令
和
３
年
度
決
算
か
ら
算
出
さ
れ
た
財
政
健
全
化
判
断
比
率
の
全
指
標
は
、
い
ず

れ
も
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
り
、
各
事
業
会
計
（
農
業
集
落
排
水
、
公
共
下
水
道
、

上
水
道
）
の
資
金
不
足
比
率
も
経
営
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
、
塙
町
財
政
は

健
全
と
判
断
さ
れ
る
。

　

な
お
、
国
が
定
め
る
基
準
を
上
回
る
と
、
財
政
再
生
計
画
の
策
定
や
国
等
の
関
与

に
よ
る
確
実
な
財
政
再
生
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。

　

衆
議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会
は
、「
１

票
の
格
差
」
を
是
正
す
る
た
め
、
小
選
挙
区
の

10
増
10
減
を
含
む
、
25
都
道
府
県
１
４
０
選
挙

区
の
新
た
な
区
割
り
案
を
岸
田
総
理
大
臣
に
勧

告
し
た
。

　

福
島
県
は
、
現
行
の
５
選
挙
区
か
ら
４
選
挙

区
に
「
１
減
」
さ
れ
る
と
と
と
も
に
、
大
規
模

な
再
編
と
な
り
、
東
白
川
郡
は
会
津
地
方
を
中

心
と
し
た
福
島
４
区
へ
と
統
合
さ
れ
、
新
た
に

福
島
３
区
と
な
る
見
直
し
案
が
打
ち
出
さ
れ

た
。

　

衆
議
院
議
員
の
小
選
挙
区
の
見
直
し
に
お
い

て
は
、「
１
票
の
格
差
」
是
正
の
観
点
の
み
な

ら
ず
、
各
地
域
の
実
情
を
反
映
し
た
区
割
り
と

す
る
こ
と
。
ま
た
、
国
に
お
い
て
は
中
選
挙
区

制
復
活
も
視
野
に
入
れ
た
、
選
挙
制
度
の
抜
本

的
改
革
を
改
め
て
検
討
さ
れ
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
意
見
書
。（
提
出
先
は
、
衆
参
両
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
）

原　

案　

可　

決

議案第 34 号
塙町地方活力向上地域における固定資産税の課税
免除および不均一課税に関する条例の一部改正 認　

定

認定
第 1～ 7号

令和 3年度決算の認定

地域再生法の省令の一部改正に伴い、塙町地方活力向上地
域における固定資産税の課税免除および不均一課税に関す
る条例の課税免除期限等を改正する必要が生じたため。

令和 3年度の一般会計・特別会計および事業会計の歳入歳
出決算。本定例会に上程された決算は、予算決算常任委員
会に付託され、集中審議の結果、全件とも全会一致で認定。

議案第 35 号 塙町高齢者等共同住宅設置条例の一部改正 報　

告

報告第 4号 健全化判断比率

標記住宅を有効に利活用するため、対象事業を 2件追加する
もの。①障がい者の社会復帰および自立に向けた支援事業　
②ＤＶ等避難者またはそのおそれがある者の一時滞在事業

地方財政の健全化を判断する指標として、前年度の決
算額を参考に算出されたもので、基準よりも全て低く
なった。

議案第 36 号 塙町上水道事業の設置等に関する条例の一部改正 報告第 5号 資金不足比率

下水道事業（公共下水道および農業集落排水事業）に
地方公営企業法を適用するため、所要の改正を行うと
ともに、条例の整備をするもの。

地方財政の健全化を判断する指標として、農業集落排水、
公共下水道、上水道の各会計における資金不足を判断す
るもので、全てにおいて資金不足は発生していない。

議案第 37 号 令和 4年度塙町一般会計補正予算（第 3号） 同　

意

同意第 2号 教育長の任命

歳入歳出それぞれ 1億 9777 万円を追加し、予算総額を歳入
歳出それぞれ 75 億 9669 万円とする。主な内容は、総務費、
民生費、今年 4月の人事異動による人件費に係るものなど。

秦公男教育長が、令和 4年 9月 30 日をもって任期満了となるため、
同氏を再任することについて議会の同意を得るもの。任期は令和 4年
10 月 1 日から令和 7年 9月 30 日までで、通算 3期目となる。

議案第 38 号 令和4年度国民健康保険特別会計補正予算（第2号） 適　

任　

諮問第 1号 人権擁護委員候補者の推薦

歳入歳出それぞれ 3083 万円を追加し、予算総額を歳
入歳出それぞれ 9 億 6233 万円とする。主な内容は、
総務費、保健事業費など。

西郷敏次氏（伊香）を人権擁護委員に推薦し、議会の意見
を求めるもの。任期は1期3年であり、令和5年1月1日
から令和7年12月31日までで法務大臣から委嘱される。

議案第 39 号
令和 4 年度塙町農業集落排水処理事業
特別会計補正予算（第 1号） 原

案
可
決

発議第 2号
衆議院議員小選挙区における地域の実情
を踏まえた区割りの改定を求める意見書

歳入歳出それぞれ 1万円を追加し、予算総額を歳入歳
出それぞれ 2億 3705 万円とする。主な内容は総務費。

議員発議による意見書。衆議院議員小選挙区の見直しにおいて、各
地域の実情を反映した区割りとすること。また、中選挙区制復活も
視野に入れた、選挙制度の抜本的改革を検討するよう求める意見書。

議案第 40 号
令和 4 年度塙町公共下水道事業特別会
計特別会計補正予算（第 1号）

歳入歳出それぞれ 710 万円を追加し、予算総額を歳入
歳出それぞれ 2 億 6785 万円とする。主な内容は、総
務費、事業費など。

議案第 41 号 令和4年度塙町介護保険特別会計補正予算（第2号）

歳入歳出それぞれ 830 万円を追加し、予算総額を歳入
歳出それぞれ 12 億 986 万円とする。主な内容は、総
務費、保険給付費など。

議案第 42 号 工事請負契約の締結

道の駅はなわ空調設備改修工事を指名競争入札により契
約するもので、契約金は 5995 万円。契約の相手方は、
藤田建設工業株式会社（棚倉町）代表取締役　内藤勇雄。

議　案　等　の　審　議　結　果　一　覧　表

4 つの健全化判断比率
で見る塙町の数値

令和 3年度 令和 2年度 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率
―

（赤字額なし）

―

（赤字額なし）
15% 20%一般会計の赤字の程度を指標化

したもの

連結実質赤字比率

―

（赤字額なし）

―

（赤字額なし）
20% 30%全ての会計の赤字や黒字を合算

し、地方公共団体としての赤字
の程度を指標化したもの

実質公債費比率

9.3% 8.9% 25% 35%一般会計が負担する公債費（借入
金の返済額）およびこれに準じる
額の大きさを指標化したもの

将来負担比率

12.3% 21.8% 350% ―一般会計が将来負担すべき実質
的な負債を指標化したもの

健全化判断比率

各事業別の資金不足比率 令和３年度 令和２年度 経営健全化基準

農業集落排水 資金不足なし 資金不足なし 20%

公共下水道 資金不足なし 資金不足なし 20%

上水道 資金不足なし 資金不足なし 20%

資金不足比率

　
　

　
　

高
齢
者
等
共
同
住
宅
設
置
条
例
の
一

　
　

部
改
正
に
つ
い
て
、
２
事
業
を
追
加

し
た
が
、
そ
の
理
由
は
。
ま
た
、
要
望
・
問

い
合
わ
せ
が
あ
っ
て
の
改
正
な
の
か
。

　
　

こ
の
住
宅
は
、
山
間
地
域
の
高
齢
者

　
　

の
冬
期
間
利
用
、
そ
れ
以
外
の
期
間

は
移
住
・
定
住
関
連
事
業
に
も
活
用
で
き

る
よ
う
に
条
例
を
制
定
し
て
い
る
。今
回
、

冬
期
間
以
外
の
利
用
を
向
上
す
る
た
め
、

主
に
精
神
障
が
い
者
の
利
用
と
Ｄ
Ｖ
等
避

難
者
の
利
用
を
想
定
し
て
い
る
。
ど
ち
ら

も
、
要
望
や
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
追
加
し
た
。

　
　

各
課
に
お
い
て
、
原
油
高
騰
に
よ
る

　
　

光
熱
水
費
等
の
補
正
が
出
さ
れ
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
に
算
出
し
て
い
る
か
。

　
　

各
課
の
平
均
的
な
金
額
で
算
出
し
て

　
　

い
る
。

　
　

木
工
用
簡
易
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
購
入

　
　

の
内
容
は
。

　
　

「
木
の
ま
ち
は
な
わ
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る

　
　

木
製
品
に
、
文
字
・
イ
ラ
ス
ト
な
ど

を
焼
き
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
ウ
ッ
ド
ス

タ
ー
ト
で
贈
呈
し
て
い
る
「
花
の
つ
み

き
」
や
、
木
工
教
室
で
つ
く
っ
て
い
る
お

も
ち
ゃ
箱
や
イ
ス
な
ど
に「
ダ
リ
ち
ゃ
ん
」

な
ど
を
印
字
し
Ｐ
Ｒ
効
果
を
狙
う
。

　
　

ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
購
入
の
内
容

　
　

は
。

　
　

警
察
署
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
安
全

　
　

運
転
管
理
者
を
設
置
し
て
い
る
全
て

の
事
業
者
は
、
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
購
入
す
る
。シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

運
転
前
の
写
真
を
撮
影
・
登
録
し
て
お
き
、

息
を
吹
き
か
け
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
を
行
う

こ
と
で
、
顔
と
時
間
と
呼
気
の
濃
度
を
記

録
し
て
お
く
。

　
　

学
童
ク
ラ
ブ
見
守
り
用
カ
メ
ラ
購
入

　
　

の
内
容
は
。

　
　

今
回
設
置
す
る
の
は
、
学
童
ク
ラ
ブ

　
　

に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
動
向
に
つ

い
て
、
支
援
員
の
数
が
足
り
て
い
な
い
実

態
も
あ
り
、
支
援
員
の
見
て
い
な
い
と
こ

ろ
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
る
。
画
像

で
確
認
し
対
応
す
る
た
め
に
、
音
声
を
流

す
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
何
か
あ
れ
ば
ス

ピ
ー
カ
ー
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
に
指
導

で
き
る
。

　
　

羽
黒
山
森
林
整
備
計
画
策
定
業
務
委

　
　

託
の
内
容
は
。

　
　

町
の
中
心
部
か
ら
見
え
る
未
整
備
山

　
　

林
を
、
森
林
環
境
贈
与
税
を
財
源
に

整
備
す
る
も
の
。
想
定
し
て
い
る
箇
所

は
塙
字
沼
ノ
上
地
内
で
、
駅
の
東
側
８
・

５
６
㌶
。

吉田克則委員長による決算の審査結果報告

議
員
発
議

質　

疑
（
条
例
）

QQＡＡ質　

疑
（
補
正
予
算
）

QQＡＡQQＡＡ

QQＡＡQQＡＡQQＡＡ

「
衆
議
院
議
員
小
選
挙
区
に
お
け
る
地
域
の

実
情
を
踏
ま
え
た
区
割
り
の
改
定
を
求
め
る

意
見
書
」   

の
提
出

？

？



　
　
　

保
護
猫
等
の
対
応

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
伺
う
。

　
　
　

保
護
猫
等
の
、
動

物
愛
護
管
理
業
務
は
三
春

町
の
福
島
県
動
物
愛
護
セ

ン
タ
ー
で
一
括
管
理
さ
れ

て
い
る
の
で
、
案
内
す
る

対
応
を
と
っ
て
い
る
。

　
　
　

町
に
ペ
ッ
ト
避
妊

手
術
の
助
成
制
度
は
あ
る

か
、
ま
た
設
け
る
考
え
が

あ
る
か
伺
う
。

　
　
　

現
在
、
町
の
助
成

制
度
は
な
い
。
福
島
県
獣

医
師
会
が
譲
渡
を
受
け
た

保
護
犬
・
猫
に
限
り
一
部

助
成
を
し
て
い
る
。ま
た
、

本
年
に
限
り
、
日
本
動
物

福
祉
協
会
の
犬
猫
不
妊
・

去
勢
手
術
推
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
あ
り
こ
ち
ら
は

町
民
に
周
知
を
行
う
。

　

町
内
で
も
、
飼
い
主
の

い
な
い
動
物
に
餌
付
け
し

て
犬
猫
が
繁
殖
し
問
題
と

な
っ
て
い
る
地
区
も
あ

り
、
助
成
制
度
創
設
を
検

討
し
た
い
。

　
　
　

健
康
増
進
施
設
の

湯
遊
ラ
ン
ド
に
全
年
齢
層

が
楽
し
め
る
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
遊
具
を
備
え
た
公
園
整

備
が
さ
れ
れ
ば
、自
転
車
・

温
泉
・
遊
具
で
遊
ぶ
な
ど

一
家
全
員
が
楽
し
め
る
施

設
と
な
る
が
、
町
の
考
え

を
伺
う
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
前
、
森

の
幼
稚
園
の
提
案
を
受
け

て
い
た
。
現
在
と
ん
挫
状

態
で
あ
る
が
、
全
年
齢
層

が
楽
し
め
る
施
設
と
い
う

観
点
も
含
め
、
公
園
整
備

の
有
用
性
、
必
要
性
、
費

用
対
効
果
を
検
討
し
方
針

を
決
め
た
い
。

　

自
然
を
利
用
し
、
自
転

車
・
キ
ャ
ン
プ
・
ア
ウ
ト

ド
ア
・
温
泉
あ
ら
ゆ
る
年

齢
層
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
施
設
に
な
る
と
い
う

こ
と
は
、
町
に
と
っ
て
も

好
ま
し
い
こ
と
。

　
　
　

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
設

備
等
の
活
用
に
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
を
配
置
す
る
こ

と
で
、
よ
り
価
値
が
高
ま

る
と
思
う
が
町
の
考
え
を

伺
う
。

　
　
　

公
園
整
備
の
方
向

性
に
よ
っ
て
は
、
生
涯
学

習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
観

点
か
ら
人
材
育
成
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。
モ
ン
ベ

ル
フ
レ
ン
ド
エ
リ
ア
の
一

つ
に
認
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
協
力
を
得
な
が

ら
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
養
成
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　

森
林
再
生
事
業
で

作
ら
れ
た
作
業
道
の
活
用

の
可
能
性
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
　

町
有
林
等
、
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
コ
ー
ス
に

適
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
候

補
地
の
実
地
調
査
を
行
う

予
定
。
入
念
に
調
査
し
、

慎
重
に
進
め
て
い
く
。
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質 問答 弁　
　
　

農
業
担
い
手
の
育
成
に

つ
い
て
、町
の
支
援
策
を
伺
う
。

　
　
　

現
在
、
町
独
自
の
支
援

策
は
な
い
。
県
南
地
域
新
規
就

農
者
等
担
い
手
の
確
保
育
成
連

携
協
議
会
の
構
成
員
と
な
っ
て

お
り
、
町
独
自
の
青
年
等
就
農

資
金
な
ど
の
支
援
制
度
の
創
設

に
つ
な
げ
た
い
。

　
　
　

昨
年
度
の
農
業
収
入
保

険
の
支
払
額
は
、
白
河
管
内
で

１
件
平
均
１
８
２
万
円
程
度
。

他
の
制
度
よ
り
支
払
額
が
大
き

く
、
離
農
者
を
出
さ
ず
、
営
農

継
続
を
安
定
さ
せ
る
た
め
有
用

と
考
え
る
。加
入
促
進
の
た
め
、

助
成
制
度
を
設
け
る
考
え
が
あ

る
か
伺
う
。

　
　
　

町
の
基
盤
産
業
と
な
っ

て
い
る
農
業
の
経
営
安
定
化
の

重
要
性
を
鑑
み
、
青
色
申
告
が

前
提
の
制
度
だ
が
、
町
と
し
て

制
度
の
周
知
を
進
め
る
と
と
も

に
、
助
成
制
度
の
導
入
を
検
討

し
た
く
、担
当
課
に
指
示
す
る
。

答
弁

質
問

複合的な利活用

金
かなざわ

澤 太
たろう

郎議員

農
業
収
入
保
険
制
度
の
助
成

制
度
を
設
け
る
考
え
が
あ
る
か

検
討
し
た
く
、
担
当
課
に
指
示
す
る

質
問

答
弁

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

ペ
ッ
ト
の
避
妊
手
術
の
助
成
制
度
を
設
け
る
考
え
が
あ
る
か

町
と
し
て
の
助
成
制
度
の
創
設
を
検
討
し
た
い

公園整備の必要性をどう考えるか
有用性・必要性・費用対効果を
検討し方針を決めたい

答
弁

質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

スマートフォンなどお
持ちの方で、専用アプ
リでＱＲコードを読み
取ると録画映像がご覧
いただけます。

一
般
質
問
と
は

　

議
員
が
町
長
な
ど
に
対

し
、
行
政
全
般
に
わ
た
る

事
務
の
執
行
状
況
や
将
来

の
方
針
等
を
確
認
す
る
も

の
で
す
。
議
会
だ
よ
り
に

掲
載
し
て
い
る
一
般
質
問

は
、
質
問
登
壇
議
員
自
ら

が
原
稿
を
作
成
し
て
い
ま

す
。

金
かなざわ

澤 太
たろう

郎議員

七
ななみや

宮 広
ひろき

樹議員

下
しもじゅう

重 義
よしと

人議員

吉
よしだ

田 克
かつのり

則議員

青
あおと

砥 與
ようぞう

藏議員

Ｐ１５

 ●農業収入保険制度の助成

 ●ペットの避妊手術の助成

●公園整備の必要性 

Ｐ１６

 ● 子ども第三の居場所周辺整備

 ● 除雪機購入補助金事業

● 町営グラウンド緑化整備

Ｐ１７

 ● デマンド交通の進捗状況

 ● 風力発電所計画

● 水郡線の存廃議論

Ｐ１８

 ● 役場新庁舎設計変更の内容

 ● 物価高・資材高騰の支援

● 町施策・施設の利活用

Ｐ１９

 ● ＤＸの取り組み内容

 ● 公約の介護施設

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問
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「
地
域
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
に
つ
い
て
」
と

「
後
世
に
誇
れ
る
森
林
活

用
に
つ
い
て
」
は
、
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
会
中

継
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

質
問

答
弁

質 問答 弁　
　
　

交
通
空
白
地
域
の

対
処
法
と
し
て
、
小
規
模

需
要
対
応
交
通
（
デ
マ
ン

ド
交
通
）
の
実
証
運
行
の

進
捗
状
況
は
。

　
　
　

運
行
ル
ー
ト
も
バ

ス
停
も
な
い
利
用
者
の
指

定
場
所
を
巡
る
実
証
運
行

に
つ
い
て
、
導
入
に
向
け

た
調
査
お
よ
び
運
行
計
画

案
を
協
議
・
検
討
を
重
ね

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

公
共
交
通
空
白
地
帯
に
つ

い
て
は
、
通
院
や
買
い
物

な
ど
日
常
生
活
の
移
動
手

段
と
し
て
既
存
の
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
よ
る

輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が

困
難
な
場
合
に
は
、
地
域

の
関
係
者
や
塙
町
地
域
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
に

よ
る
協
議
を
経
た
上
で
、

道
路
輸
送
法
の
登
録（
町
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
）を
受
け
、

必
要
な
安
全
上
の
措
置
が

講
じ
ら
れ
た
「
自
家
用
有

償
旅
客
運
送
」
を
活
用
し

て
対
応
し
て
い
く
こ
と
と

な
る
。
ま
た
、
実
証
運
行

は
令
和
４
年
11
月
か
ら
３

カ
月
間
の
実
施
予
定
。

　
　
　

民
間
事
業
者
な
ど

に
委
ね
る
考
え
は
。

　
　
　

旅
客
自
動
車
運
送

事
業
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
事
業
者
で
あ
れ
ば
、
民

間
事
業
者
が
持
つ
先
端
技

術
や
ア
イ
デ
ア
が
活
用
さ

れ
る
こ
と
で
、
地
域
住
民

や
利
用
者
の
利
便
性
の
向

上
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ

る
た
め
、
今
後
の
活
用
に

向
け
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

　
　
　

たまには水郡線で
出かけてみませんか・・・

下
しもじゅう

重　義
よしと

人議員

小
規
模
需
要
対
応
交
通
の
進し
ん
ち
ょ
く捗
状
況
は

導
入
に
向
け
た
調
査
を
11
月
か
ら

３
カ
月
間
実
施
予
定

　
　
　

接
続
す
る
町
道

「
塙
・
登
記
所
線
」
は
狭

く
、
交
通
量
も
多
い
道
路

だ
が
、
事
故
等
を
防
ぐ
た

め
に
、
拡
幅
工
事
や
待
機

所
の
設
置
、
ま
た
カ
ラ
ー

舗
装
な
ど
の
考
え
は
。

　
　
　

現
時
点
で
は
、
道

路
拡
幅
等
の
計
画
は
な
い
。

　
　
　

将
来
、
町
が
周
辺

の
空
き
家
・
空
き
地
を
求

め
、一
帯
の
環
境
を
整
え
、

多
目
的
広
場
や
児
童
公
園

な
ど
の
整
備
を
進
め
て
い

く
考
え
は
。

　
　
　

将
来
的
に
土
地
を

求
め
、
周
辺
一
帯
を
魅
力

的
な
公
共
空
間
に
し
た
い

と
い
う
構
想
は
持
っ
て
い

る
。

　
　
　

除
雪
機
購
入
補
助
事

業
は
一
定
の
役
割
を
お
さ
め

た
今
、
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、
荒
れ
果
て
る
地
域
の

景
観
を
保
全
す
る
た
め
に
、

乗
用
草
刈
機
や
伐
採
後
の
木

を
砕
く
粉
砕
機
に
移
行
し
、

作
業
軽
減
を
図
る
取
り
組
み

が
必
要
だ
と
思
う
が
。

　
　
　

各
地
域
が
抱
え
る
課

題
を
把
握
し
、
住
民
が
主
体

と
な
っ
て
解
決
で
き
る
仕
組

み
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

今
年
度
よ
り
農
業
省

力
化
補
助
事
業
が
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、
農
家
に
限
ら
ず

行
政
区
や
任
意
団
体
に
も
、

地
域
の
環
境
保
全
や
景
観
維

持
を
目
的
と
し
た
補
助
事
業

も
必
要
だ
と
思
う
が
。

　
　
　

今
後
、
新
た
な
補
助

制
度
の
必
要
性
や
費
用
対
効

果
を
十
分
に
検
討
し
た
う
え

で
、前
向
き
に
考
え
て
い
く
。

子ども第三の居場所
周辺一帯の整備を

構想は持っている

七
ななみや

宮　広
ひろき

樹議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問

答
弁

答
弁

十分に検討し、考えていく

除雪機購入補助金事業に
変わる取り組みを

質
問

先入観は悪である。

水
郡
線
の
大
子
・
塙
間
の

存
廃
議
論
の
行
方
は

「
水
郡
線
活
性
化
協
議
会
」

な
ど
で
対
応

令和 5年着工予定の風力発電計画は
2カ月延びて令和5年11月工事着工予定

　
　
　

塙
町
で
唯
一
の
野

球
場
や
、
町
内
一
大
き
な

運
動
場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
向
上
と
、

環
境
と
景
観
を
整
え
る
考

え
は
。

　
　
　

現
在
の
と
こ
ろ
は

特
に
計
画
等
は
な
い
、
ま

た
要
望
等
も
な
い
。

　
　
　

近
年
、
野
球
場
や

運
動
場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

緑
化
整
備
が
進
め
ら
れ
、

土
ぼ
こ
り
の
防
止
と
減
少
、

利
用
者
の
け
が
の
防
止
、

温
暖
化
対
策
な
ど
充
実
が

図
ら
れ
、
住
民
か
ら
愛
さ

れ
誇
れ
る
施
設
を
目
指
す

考
え
は
。

　
　
　

現
段
階
で
は
芝
生

化
は
想
定
し
て
い
な
い

が
、
要
望
等
が
あ
れ
ば
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答
弁

質
問

質
問

答
弁

現
段
階
で
は
、
芝
生
化
は
想
定
し
て
い
な
い

町
営
野
球
場
・
運
動
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
緑
化
整
備
は

そ
の
他
の
質
問

質
問

答
弁

子ども第三の居場所建物の計画図

答
弁

質
問

　
　
　

風
力
発
電
設
備
が

自
衛
隊
の
警
戒
管
制
レ
ー

ダ
ー
に
支
障
に
な
る
と
思

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の
計
画
へ
の
影
響
は
。

　
　
　

塙
町
と
常
陸
太
田

市
に
ま
た
が
る
風
力
発
電

設
備
は
、
防
衛
省
の
指
定

窓
口
に
問
い
合
わ
せ
た
結

果
「
影
響
な
し
」
の
評
価

の
回
答
で
あ
っ
た
。ま
た
、

工
事
着
工
は
２
カ
月
間
延

び
て
令
和
５
年
11
月
着
工

予
定
で
あ
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
地
方
路
線

の
厳
し
い
経
営
状
況
を
各
自
治
体
に
理

解
を
い
た
だ
き
議
論
す
る
た
め
に
公
開

し
た
が
、
今
後
の
町
の
考
え
は
。

　
　
　

水
郡
線
の
必
要
性
を
前
提
に
お

い
て
、
利
益
に
つ
な
が
る
各
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
、
そ
し
て
県
内
水
郡
線
沿
線
の

市
町
村
で
構
成
さ
れ
る
「
水
郡
線
活
性

化
協
議
会
」
で
の
協
議
検
討
を
進
め
、

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

質
問

答
弁

地域の重要な足である「水郡線」

質
問

答
弁

デマンドタクシー（イメージ）
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Ⅰ
Ｔ
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
化
が

進
む
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
業

種
や
分
野
で
Ｄ
Ｘ　

へ
の
取

り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

２
０
２
１
年
９
月
、
デ
ジ
タ
ル

庁
が
発
足
し
た
。
塙
町
が
考
え

る
Ｄ
Ｘ
の
進
め
方
・
対
策
を
伺

う
。

　
　
　

近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
人
工
知

能
な
ど
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
進
ん

で
い
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の

大
き
な
影
響
の
中
、
社
会
生
活

で
は
大
き
な
変
化
が
起
き
た
。

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
て
、
対
面
と
デ
ジ
タ
ル
化

の
最
適
化
を
図
る
た
め
総
務
省

で
は
「
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」
を
設

置
。
福
島
県
で
は
「
デ
ジ
タ
ル

変
革
基
本
方
針
」
を
策
定
、

塙
町
で
は
今
年
８
月
に
情

報
化
推
進
会
議
を
ス
タ
ー

ト
し
た
。
国
、
県
の
方
針

を
受
け
、
町
独
自
の
基
本

方
針
を
今
年
度
中
に
策
定

す
る
。

　
　
　

新
た
な
事
業
に
は
多
少

の
問
題
が
起
こ
る
。
指
摘
を
怖

が
れ
ば
、
事
業
は
進
ま
な
い
。

町
長
の
決
意
を
お
聞
き
す
る
。

　
　
　

国
の
考
え
を
注
視
し

て
、
出
遅
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
対
応
す
る
。
現
段
階
で
の
方

向
性
を
お
話
し
す
る
と
、
３
つ

の
軸
が
あ
る
。

①
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
地

域
活
性
化
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル

化
（
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル

化
→
子
育
て
申
請
手
続
き
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
）

②
情
報
発
信
の
充
実

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
利
便
性
→

Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
活
用
・Wi

-
F
i

環
境
・

ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
）

③
安
心
安
全
の
た
め
の
デ
ジ
タ

ル
化

（
防
災
情
報
の
多
重
化
→
携
帯

へ
の
連
絡
網
→
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ソ
フ
ト
な
ど
）

段取り八分　仕事二分

青
あおと

砥 與
ようぞう

藏議員

塙
町
の
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
内
容
は

今
年
度
中
に
基
本
計
画
を
策
定
す
る

　
　
　

町
役
場
新
庁
舎
建

設
設
計
変
更
に
係
る
町
民

へ
の
説
明
責
任
は
。

　
　
　

変
更
経
緯
は
、
建

設
資
材
高
騰
が
あ
る
も
の

の
庁
舎
建
設
基
本
計
画
で

示
し
た
目
標
に
徹
底
し
た

精
査
圧
縮
を
図
る
と
と
も

に
、
資
材
に
つ
い
て
は
建

設
後
の
維
持
管
理
を
で
き

る
限
り
軽
減
す
る
た
め

に
、
汎
用
品
の
利
用
を
指

示
し
工
事
費
の
縮
減
を
図

る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い

状
況
で
あ
り
、
説
明
会
開

催
は
難
し
い
。
広
報
誌
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知

ら
せ
し
て
い
く
。

　
　
　

何
社
の
入
札
参
加

申
し
込
み
が
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　

入
札
参
加
要
件
は
、

単
体
企
業
・
共
同
企
業
体

で
も
入
札
参
加
で
き
る
。

入
札
参
加
申
し
込
み
は
単

体
で
３
業
者
で
あ
る
。

　
　
　

設
計
変
更
し
た
こ

と
で
、
町
民
に
と
っ
て
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
面
や
利
便

性
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
く
の
か
。

　
　
　

階
高
、
屋
根
形
状

の
変
更
が
主
な
も
の
で
、

来
庁
者
の
利
便
性
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
等
無
い

よ
う
に
解
し
て
い
る
。

　
　
　

新
庁
舎
は
何
年
先

を
見
通
し
し
た
計
画
な
の

か
。

　
　
　

め
ど
と
し
て
50
年
、

人
口
６
０
０
０
人
を
維
持

目
標
と
し
た
い
。

質
問

答
弁

役場新庁舎設計変更内容は

指示し工事費の縮減を図る

吉
よしだ

田 克
かつのり

則議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

答
弁

質
問

　
　
　

町
民
の
暮
ら
し
や
生

活
を
守
る
観
点
か
ら
、
物
価

高
や
資
材
高
騰
に
対
す
る
町

の
支
援
は
。

　
　
　

エ
ー
ル
商
品
券
交
付

事
業
、
県
の
補
助
事
業
を
活

用
し
て
物
価
高
騰
対
応
生
活

困
窮
世
帯
緊
急
補
助
事
業
を

予
算
計
上
し
て
い
る
。
農
業

生
産
資
材
高
騰
に
つ
い
て

も
、
何
ら
か
の
対
策
が
必
要

と
感
じ
て
い
る
。

公約の介護施設は
いつスタートするのか

軽費老人ホーム建設の
思いは変わっていない

　
　
　

選
挙
公
約
で
、
国

民
年
金
で
入
所
で
き
る
介

護
施
設
を
つ
く
る
と
約
束

し
た
。
町
長
在
任
６
年
に

な
る
が
、
本
事
業
が
い
つ

始
ま
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

経
常
収
支
比
率
の

改
善
、
こ
ど
も
園
建
設
、

若
者
定
住
促
進
住
宅
建
設
、

台
風
19
号
被
害
対
策
、
コ

ロ
ナ
対
策
な
ど
優
先
順
位

の
変
更
に
よ
り
遅
れ
て
い

る
が
、
計
画
へ
の
思
い
は

変
わ
っ
て
い
な
い
。

答
弁

質
問

答
弁

質 問答 弁

答
弁

質
問

質
問

交付補助事業を予算計上

町民へ生活・経済支援としての
「塙町エール商品券」交付事業

質
問

答
弁

物価高・資材高騰の支援は

答
弁

質
問

　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
、支
援
は
。

　
　
　

８
月
末
現
在
の
交

付
率
30
・
６
％　

本
人
申

請
が
基
本
。
郵
送
、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
申
請
が
あ

る
。
役
場
で
申
請
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
る
。

　
　
　

旧
常
豊
小
学
校
跡

地
の
利
活
用
状
況
は
。

　
　
　

株
式
会
社
フ
ラ

ワ
ー
キ
ン
グ
に
校
舎
の
一

部
を
有
償
に
て
貸
し
付
け

て
い
る
。
８
月
か
ら
ふ
る

さ
と
産
業
お
こ
し
連
絡
協

議
会
に
新
規
貸
付
し
て
い

る
。
民
間
会
社
か
ら
事
務

所
と
し
て
校
舎
の
一
部
を

借
用
し
た
い
旨
の
問
い
合

わ
せ
が
あ
る
。

　
　
　

町
有
化
し
た
旧
す

み
れ
会
館
の
状
況
は
。

　
　
　

４
月
か
ら
会
計
年

度
任
用
職
員
２
名
体
制

で
、
週
２
日
片
付
け
作
業

を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

町
高
齢
者
等
共
同

住
宅
の
利
用
状
況
は
。

　
　
　

利
用
者
は
今
の
と

こ
ろ
い
な
い
。
こ
の
施
設

を
有
効
活
用
す
る
た
め
今

定
例
会
で
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
提
案
を
し

た
。 

 

　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
に
つ
い
て
。

　
　
　

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
事
業
は
、
事
業
費

１
０
０
～
２
５
０
万
円
で
全

額
助
成
と
な
る
事
業
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
は
、
対
象
事
業
費
の
５

分
の
３
が
助
成
（
上
限
額

１
５
０
０
万
円
）
と
な
る

事
業
で
あ
る
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

？

？

取
得
支
援
・
貸
付
・
作
業
提
案

町
施
策
、
施
設
の
利
活
用
は
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あの質問はどうなったのか？
議員の一般質問の中からピックアップし、
その動き・現在の状況を調査します。

ネオニコチノイド系農薬の規制強化は
（令和３年１２月定例会）

駅前周辺の町道が危険な状態なので対応は
　（令和 2年 9月定例会）

安全性を確保した
（令和３年１２月定例会）

令和４年度から規制した方向で実施
（令和４年６月定例会）

安全対策を検討する

対象農薬を２事業者が使っていた

答弁

答弁

その後

その後

　栄町から駅前を通り、こども園への町

道が危険な状態にあるので、交通規制や

看板等が必要なのでは。

　最近、生態系に及ぼす影響として問題

になっている。水溶性で植物の中に残留

すると人の脳への影響が懸念され、子ど

もたちの発達障害、自閉症、多動症に影

響していると言われているが規制対策

は。

　路側線や破線、さらに停止線も引かれ

た。町道もカラー舗装となり、安全性が確

保された。　ミツバチ被害の問題、生態系および人

体への影響で自閉症や注意欠如多動性

（ADHD）の増加があると言われ、文科省

は、小中学生の 6.5％が発達障害の可能

性があり、関係性があると確認をしてい

る。人間の脳への影響も懸念されている

ので、行政として安全な農産物を供給す

る大義がある。代議士や県の関係機関に

働き掛けたい。

　路側線や路側に破線を引き注意喚起を

行い、駅前周辺も警察署やＪＲと協議し、

安全対策を検討する。　カメムシ防除補助事業で、ネオニコ系

農薬規制をしていなかった。５事業者の

うち来年から規制をする方向で検討した

い。

所管事務調査レポート

・
調

査

日

令
和
４
年
７
月
15
日（
金
）

・
場　
　

所　

委
員
会
室

・
出
席
委
員　

下
重
義
人
委
員
長

　
　
　
　
　
　

ほ
か
委
員
全
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
計
７
人
）

・
調
査
の
ま
と
め

　

東
北
財
務
局
福
島
事
務
所
に
よ
る

「
塙
町
の
財
政
状
況
分
析
」
の
説
明

を
受
け
る
。
４
項
目
の
財
務
指
標
を

も
と
に
、
令
和
２
年
度
決
算
に
つ
い

て
は
「
留
意
す
べ
き
状
況
に
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
類
似
町
村

と
比
較
す
る
と
や
や
悪
い
状
況
で
あ

る
。
自
主
財
源
に
乏
し
く
、
地
方
交

付
税
へ
の
依
存
度
が
高
い
。中
学
校
、

防
災
セ
ン
タ
ー
、
給
食
セ
ン
タ
ー
、

こ
ど
も
園
な
ど
の
大
型
事
業
に
よ
り

地
方
債
残
高
は
増
加
し
て
い
る
。
ま

た
、
上
下
水
道
事
業
へ
の
操
出
金

３
億
５
０
０
０
万
円
は
町
財
政
へ
の

負
担
が
大
き
い
。　

　

今
後
、
役
場
庁
舎
建
設
後
は
大
き

な
建
設
事
業
の
予
定
は
な
い
と
し
て

い
る
が
、
既
存
の
公
共
施
設
等
の
修

繕
、
維
持
管
理
へ
の
支
出
の
増
加
が

見
込
ま
れ
、
施
設
等
の
統
廃
合
も
含

め
、
効
率
化
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
段
階
的
な
水
道
料
金
改
定
は

喫
緊
の
課
題
と
思
わ
れ
る
。　
　
　

・
調

査

日

令
和
４
年
７
月
29
日（
金
）

・
場　
　

所　

委
員
会
室

・
出
席
委
員　

七
宮
広
樹
委
員
長

　
　
　
　
　
　

ほ
か
委
員
全
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
計
６
人
）

・
調
査
の
ま
と
め

　

令
和
５
年
４
月
１
日
の
地
方
公
営

企
業
法
適
用
に
向
け
、
現
在
、
減
価

償
却
資
産
の
拾
い
出
し
作
業
を
進
め

て
い
る
。
町
で
は
、
上
水
道
事
業
会

計
が
す
で
に
公
営
企
業
会
計
に
移
行

し
て
お
り
、
移
行
時
の
資
産
簿
価
等

の
精
査
が
完
了
す
れ
ば
、
ス
ム
ー
ズ

に
移
行
が
可
能
と
の
印
象
を
受
け
た
。

　

今
後
の
予
定
と
し
て
、
９
月
に
設

置
条
例
を
上
程
、
12
月
に
そ
の
他
の

関
連
す
る
条
例
の
上
程
、
３
月
に
関

連
す
る
規
則
を
制
定
す
る
計
画
で
進

め
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、
公
営
企

業
会
計
に
移
行
す
る
た
め
の
業
務
委

託
料
は
２
２
０
０
万
円
で
あ
る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
支
払
の
処

理
、
収
入
の
処
理
に
よ
り
、
人
的
不

足
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、

利
用
料
の
高
騰
を
招
か
な
い
経
営
改

善
の
取
り
組
み
に
注
視
し
て
い
き
た

い
。

総
務
常
任
委
員
会

経
済
常
任
委
員
会

町
の
財
政
状
況

農
業
集
落
排
水
処
理
事
業
お
よ
び

公
共
下
水
道
事
業
の
公
営
企
業
会

計
へ
の
進
捗
状
況
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塙町議会だより第160号塙町議会だより第160号 2223

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和４年７月１日　～　令和４年９月３０日

年月日 会 議 名 称

金
澤
太
郎

菊
地
哲
也

鈴
木
元
久

吉
村
守
広

七
宮
広
樹

下
重
義
人

吉
田
広
明

青
砥
與
藏

吉
田
克
則

鈴
木　

茂

藤
田
一
男

鈴
木
孝
則

割
貝
寿
一

4.7. 7 広報常任委員会（議会だより編集） ○ ○ ○ ○ - - ○ ○ - - - - -
4.7.14 全員協議会（塙町役場新庁舎建設事業） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4.7.15 総務常任委員会（所管事務調査） - ○ - ○ - ○ - ○ ○ - ○ ○ -
4.7.22 議会運営委員会（7月臨時会運営） - - - - ○ ○ - ○ ○ ○ - ○ ○
4.7.22 7 月臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4.7.22 全員協議会（町内のコロナ感染状況） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4.7.29 経済常任委員会（所管事務調査） ○ - ○ - ○ - ○ - - ○ - - ○
4.8.31 議会運営委員会（9月定例会運営） - - - - ○ ○ - ○ ○ ○ - ○ ○

4.9. 2
全員協議会（公共下水道事業及び農業集落排水事業
の地方公営企業法の適用移行についての説明　ほか） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 私用

遅参 ○ ○ ○ ○ ○ ○

4.9. 8 9 月定例会（1日目：議案説明） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4.9. 9 9 月定例会（2日目：議案説明、委員会付託） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4.9.12 9 月定例会（3日目：一般質問 5名） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4.9.12 総務常任委員会（閉会中審査内容決定） - ○ - ○ - ○ - ○ ○ - ○ ○ -
4.9.12 経済常任委員会（閉会中審査内容決定） ○ - ○ - ○ - ○ - - ○ - - ○
4.9.12 広報常任委員会（閉会中審査内容決定） ○ ○ ○ ○ - - ○ ○ - - - - -
4.9.13 予算決算常任委員会（令和 3年度決算審議） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4.9.14 議会運営委員会（追加議案） - - - - ○ ○ - ○ ○ ○ - ○ ○
4.9.14 全員協議会（追加議案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4.9.14 予算決算常任委員会（令和 3年度決算審議） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4.9.14 9 月定例会（最終日：議案審議） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4.9.14 議会運営委員会（議会の検証） - - - - ○ ○ - ○ ○ ○ - ○ ○

　議員は会議に出席する義務があり、正当な理由がなく欠席すると罰せられることがあります。議会では欠席の正当な理由と
して、配偶者・親族の葬儀（忌引）、病気・けが（傷病）、突発的事故（事故）、その他議長が認める場合です。表ではそれぞれ、
忌引、傷病、事故、その他と表記し、それ以外の正当な理由外の欠席の場合は私用と表記しました。

議会活動出欠状況

○出席　－該当外

今後の議会スケジュール

■令和 4年 10⽉ 21⽇（⾦）       
 総務常任委員会所管事務調査
■令和 4年 10⽉ 24⽇（⽉）       
 町村議会議員研修会（郡⼭市）

■令和 4年 10⽉ 28⽇（⾦）       
 経済常任委員会所管事務調査
■令和 4年 11⽉ 8⽇（⽕）〜 10⽇（⽊） 
 議会運営委員会および広報常任委員会合同 
 ⾏政視察研修（愛知県安城市、静岡県⽅⾯）

①表紙・裏表紙

・「目指せ！よい歯でステキな笑顔」のタイトル

　は良いと思う。

・塙町には、いろいろな取り組みをしている団体

　がこんなにもあることに驚いています。竹パウ

　ダーが、農産物にどのような影響があるのか知

　りたいと思った。

②２～５ページ（６月定例会の内容） 

・エール商品券はとてもありがたいし、町として

　の経済循環になっていると思う。

・湯遊ランドの天文台は、まだ体験していないの

　でぜひ行ってみたいと思うが、せっかくなので

　もう少しアピールできたら良いのではないか。

・「シルバー人材センターに対する支援を求める

　意見書」の提出の項目で、「インボイス制度」や

　「簡易課税制度」などは補足説明がほしかった。

③６～１７ページ（一般質問）

・今回は 11 人という多くの議員が１ページとい

　う狭いスペースで、思いのたけを述べていて、

　議員の意気込みが伝わってきた。

・子ども第三の居場所事業について、町民に対し

　ても事業内容を説明すべきではないか。

・こども園や学校教育課に保健師が配置されたこ

　とは、教職員の負担軽減にもなりいいことだと

　思う。

・議会で質問した内容を、もっと細かい内容まで

　紙面に盛り込んでほしい。議会での発言内容に

　ついては、町民は紙面を見て各議員の発言内容

　を知る。その情報によって議員が町民へ訴えた

　いこと、考え方、人柄を主張できる重要なツー

　ルとして、この「議会だより」が存在している

　と思う。

④１９ページ（新庁舎計画―これまでの経緯）

・モニターや町民からの声に対して、新庁舎計画

　の経緯が分かりやすくまとめられている。町民

　からの期待のイメージも膨らむと思う。

・新庁舎の経緯は皆さんもう一度確認したいとこ

　ろだったと思うので、まとめられていて良かっ

　た。事業費について、削減もある程度は必要だ

　と思うが、今後数十年に渡って使っていく施設

　なので、費用をかけてでもしっかりした塙町を

　象徴できるような施設を作ってほしい。

⑤その他

・町村議会広報研修会で学んだ内容を紙面に生か

　して、これからもより良い紙面づくりをお願い

　したい。

　前回７月１５日発行の議会だより第１５９

号に対する議会だよりモニターの声を掲載

します。

　

「
町
民
と
議
会
を
つ
な
ぐ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
誌
」

こ
の
言
葉
が
議
会
だ
よ
り
の

表
紙
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、

ま
さ
に
こ
の
言
葉
が
ぴ
っ
た

り
の
情
報
誌
で
す
。
私
は
こ

れ
ま
で
議
会
だ
よ
り
を
手
に

し
て
も
、
さ
ら
り
と
目
を
通

す
程
度
で
し
た
が
、
今
回
モ

ニ
タ
ー
を
お
受
け
し
じ
っ
く

り
と
内
容
を
読
ま
せ
て
い
た

だ
き
、
町
と
議
会
と
の
や
り

と
り
や
動
向
が
よ
く
分
か

り
、
各
議
員
の
町
民
に
対
す

る
思
い
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
生
の
議

会
を
傍
聴
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
の
情
報
誌

と
し
て
、
町
民
に
分
か
り
や

す
い
議
会
だ
よ
り
の
発
行
を

お
願
い
し
ま
す
。

議
員
の
町
民
に
対
す
る
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る

議
員
の
町
民
に
対
す
る
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る

議
員
の
町
民
に
対
す
る
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る

倉
くらかた

片 功
いさお

さん
（湯岐）

　

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
も

２
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
こ

の
１
年
間
で
町
政
に
対
す
る

関
心
が
ぐ
ん
と
高
ま
り
、
塙

町
へ
の
愛
着
も
増
し
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
提
起
と
と
も

に
そ
れ
に
対
す
る
町
の
政
策

も
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き

る
議
会
だ
よ
り
は
、
現
在
私

に
と
っ
て
重
要
な
イ
ン
プ
ッ

ト
ツ
ー
ル
で
す
。

　

育
児
中
で
す
の
で
特
に
子

育
て
や
教
育
の
話
題
に
注
目

し
て
い
ま
す
が
、
議
会
だ
よ

り
を
通
し
て
塙
町
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
策
を
実
施
し
て

い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

町
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
豊

か
に
育
ん
で
い
け
る
よ
う
、

私
自
身
積
極
的
に
考
え
て
暮

ら
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
重
要
な
イ
ン
プ
ッ
ト
ツ
ー
ル

私
に
と
っ
て
重
要
な
イ
ン
プ
ッ
ト
ツ
ー
ル

私
に
と
っ
て
重
要
な
イ
ン
プ
ッ
ト
ツ
ー
ル

鈴
すずき

木 彩
あやの

乃さん
（台宿）



塙町議会だより第160号 24

令和４年１２月定例会は
１２月８日（木）からの予定です
場所　役場２階　議場
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青
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藏
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委
員
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菊
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哲
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委　
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吉
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広
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吉
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守
広

委　
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鈴
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元
久
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金
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太
郎

あなたも議会をあなたも議会を
傍聴してみませんか傍聴してみませんか

あなたも議会を
傍聴してみませんか

U
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w
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発
行
者
　
塙
町
議
会
議
長
　
割
貝
寿
一

編
　
集
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

皆さんの団体やサークルに広報常任委員が伺います。

団体の名称：塙町シルバー人材センター
所　　　在：塙町材木町 32番地
事　務　所：TEL・FAX：０２４７－４３－２１５３

⽣きがいの充実を図り、地域社会の活性化に貢献する
　「元気だから働くのではなく、働くから元

気になる」塙町シルバー人材センターに伺い

一番はじめに言われた言葉です。

　地域の日常生活に密着した就業機会を提供

することで、高齢者の社会参加を促進し、生

きがいの充実、健康の保持増進、ひいては地

域社会の活性化、医療費および介護費用の削

減などに貢献するため、平成２年に設立され、

現在４５名の会員が登録・活躍しています。

なお、会員は原則６０歳以上の方となってい

ます。

　主な事業は、草刈作業、援農作業、庭の手

入れ、定期清掃等の施設管理の他、企業への

派遣なども行っています。また、地域貢献活

動として、毎年シルバーの日（１０月１５日）

に町有施設の草刈り整備等のボランティア活

動を行っています。

　同センターでは、「一人でも多くの方に元

気になってもらうため、一緒に活動できる人

を増やしたい」と話していました。最近元気

がないなと思っている方、もっと元気に過ご

したい方は、事務所へご連絡ください。

　

９
月
定
例
会
は
令
和
３
年

度
の
決
算
審
査
で
し
た
。
審

査
の
結
果
を
来
年
度
の
予
算

審
議
に
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

前
号
の
第
１
５
９
号
に
役

場
新
庁
舎
計
画
の
こ
れ
ま
で

の
議
会
関
連
の
経
緯
を
掲
載

し
ま
し
た
が
、
モ
ニ
タ
ー
さ

ん
は
じ
め
多
く
の
町
民
の
方

か
ら
今
ま
で
の
内
容
が
分

か
っ
た
と
の
声
を
議
会
だ
よ

り
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
議
会
で
の
内
容

を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。菊

地　

哲
也

VOL．５４

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

元気に活動しています

傍聴時は感染症予防の観点から
マスク着用をお願いします　　

１０月臨時会（１０月１２日
開催）の内容は、次号に
掲載します。


